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1　はじめに
　　岡山大学津島地区では，実験洗浄排水は未処理のままで公共用水域へ放流される。実験洗浄系
流しには，有害物質はもちろんのこと，酸・アルカリ排水は流すことはできない。しかし現状で
　は各部局の検水槽で異常なpH値がしばしば検出される。このpH異常による公共用水域の水質汚染
を防止する目的とするpH異常排水の移液装置と中和設備が，本年，薬学部，農学部等のある西団
地と理学部，工学部，教育学部等のある北団地に設置された。
　本稿では，この設備の概要とその運用方法について解説する。
2　設置までの経緯
　　図1は実験洗浄排水の部局検水槽で発生したpH異常の発生件数を年度別に示したものである。
　昭和59年以降，発生件数は減少傾向をたどってきたが，平成元年度は76件と激増している。これ
　らの異常排水は他の部局の排水及び合併処理槽の処理水と合流して最終放流水として公共用水域
　へ放流されるが，その際にpH値が許容値を超える危険性は十分に考えられる。このような状況か
　ら公共用水域へpH異常の排水が放流される前に貯留し，中和する設備の設置を昭和60年度以降，
　予算要求してきた。
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　　　　　図1　pH異常の総発生件数の変化
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　その結果，平成元年度の一般営繕費により，北団地及び西団地の設備が設置された。環境管理
センター内の処理指針ワーキンググループでは，この設備の設計段階から設備の内容，運用方法
などの詳細を検討し，施工を行う施設部との綿密な打ち合せを行い，この設備が完成した。
3　実験洗浄排水の流れとpH僕等の監視状況
　　部局の実験洗浄排水及び最終放流水駅について，定期的に定めた項目の水質分析を行っている。
　通常の排水の流れと監視状況は次のとおりである。
（1）部局の実験洗浄排水のpH値は部局pH槽で連続測定を行い，測定値は現地で指示するとともに
　　環境管理センターの制御管理室で記録監視している。
12）部局の実験洗浄排水は部局pH槽の下流で他部局の排水と合流し，各団地水質測定室の地下に
　　ある実験洗浄排水槽（混合槽）へ送られる。ここで液体導電率及びpH値が連続測定され，こk
　　らの測定値は環境管理センターの制御管理室で記録監視される。
（3）実験洗浄排永槽の排水は未処理のままでオーバーフu一し，合併処理槽の処理水とともに最
　終放流槽に貯る。混合された最終放流水は水質測定室の検水槽に連続的に採水され，COD値の
　　自動測定及びpH値を連続測定している。測定値は室内に指示するとともに環境管理センターの
　制御管理室で記録監視している。貯留された最：終放流水が最終放流水槽の所定の液面レベルに
　達すれば，ポンプにより公共用水域へ放流される。この際，放流水の流量が計測される。
4　pH異常排水の移液装置と中和設備の概要
　　pH異常排水自動移液装置及び中和設備の概要を図2に示す。3K2｝で述べた実験洗浄排水槽での
　pH異常（5．8＞pH＞8，6）の発生を①のpH．計によって検知する。センターへの警報と同時にpH
　異常排水の移液装置のポンプ②が自動的に作動し，貯留槽に異常排水が流入する。実験洗浄排水
　槽内には空運転防止用のフm一トスイッチ③が設けられている。その配管経路のバイパスはポン
　プの試運転等に用いるもので，通常は貯留槽へ流れる経路にバルブを開閉してある。異常排水は
　貯留槽の満水用フロートスイッチ③の水位に達するまでの流入が可能である。貯留槽が満水にな
　っても異常が継続する場合は中継ポンプ槽のポンプを停止する等の処置を取らなければならない。
　貯留槽に貯つたpH異常排水は⑦のポンプを用いてよく循環撹回した後，平均的なpH値を測定する。
　また槽内壁に取り付けた目盛りによって貯留水量を測定する。両者の値から薬液の注入量を概算
　し，④の酸あるいは⑤のアルカリ薬品を薬液定量ポンプ⑥を用い必要量注入し，中和作業を行う。
　よく撹伴し中和されたこと及びその他の水質異常がないことを確認したうえで⑦のポンプを用い
　て最終放流槽へ放流する。
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図2　pH異常排水の移液装置と中和設備の概要図
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????????pH検出器（超音波洗浄装置付）
移液用水中ポンプSOOL／皿in
ポンプ停止用フロートスイッチ
循環及び放流ポンプSOOL／min
酸性薬品槽FRP製　200L
アルカリ薬品槽　ステンレス製200L
薬液定量ポンプダイヤフラム式
制　御　盤
北団地の薬液槽及び薬液定量ポンプは
屋外に設けた小屋内に設置してある。
薬液はそこから配管を通して送られる。
5　pH異常時の対応
　5－1　部局実験洗浄排水の異常の場合
　　　部局の実験洗浄排水にpH異常（5．8＞pH＞18．6）が発生した場合は，環境管理センターか
　　ら部局の水質管理員を経由して部局の長宛に連絡する。部局は岡山大学水質環境管理規則8条
　　2項に基づき直ちに発生原因の究明及びそれに対する処置を講ずるとともに直ちに環境管理セ
　　ンター長を経由し，学長に具体的な経過報告を行わなければいけない。
　5－2　団地実験洗浄排水の異常の場合
　　　団地の実験洗浄排水槽（混合槽）でpH異常が発生した場合は，環境管理センターは貯留槽に
　　たまった排水のpH値，貯留水量の測定を行い異常の確認をすると同時，　pH値以外の水質分析を
　　開始する。部局の連続測定データーからいずれの部局の実験洗浄排水の原因によるものかを判
　　明し，その部局に報告する。環境管理センターから連絡を受けた当該発生部局は，実験洗浄排
　　水の異常に対する処置（5－1参照）をすると同時に貯留槽内の排水を中和及び処理し，早急
　　に正常時の状況に復帰しなければならない。したがってこれらの異常時に対応できる組織すな
　　わち岡山大学水質環境管理規則6条に基づいた部局委員会のもとに，排出者責任を自覚し発生
　　源の研究室等が責任をもって対応することが望まれる。
　　　もしpH値以外の水質異常が検出されれば，その処理も行わなければならない。ただし異常内
　　容の程度，異常排水の貯留水量等によって，その処置内容が異なるため，その都度，環境管理
　　センター長の指示に従う。
　　　この装置及び設備の設置に伴い，水質管理に係わる部局と環境管理センターの業務分担は図
　　3のようになる。従来の業務（岡山大学環境管理センター洗浄排水部門・生活排水部門利用の
　　手引，14頁参照）に対してアンダーラインを引いた中和設備に係る業務が増えることになる。
6　おわりに
　　本装置及び設備は上述したようにpH異常の各団地の実験洗浄排水を貯留槽へ自動で移液，中和
　処理をおこなう設備であるが，この中和処理の操作は発生部局の責任で行うことを原則とするも
　のである。大きな貯留槽にたまったpH異常排水を処理することは容易ではない。またpH異常が発
　生した場合は他の重金属等の異常も発生している可能性が高い。したがってpH異常排水は単に中
　和するだけでなく，その処理が必要となることも考えられる。このようにこの設備は自動pH調整
　設備ではなく，あくまでも異常排水の処理設備であることを敢えてここで繰り返し強調しておき
　たい。
　　この設備が円滑に運用できるように関係の方々にご協力をお願いしたい。そしてこの設置を契
　機に水質管理に関する関心がより高まり，大学等からの排水の水質がよくなれば，設置当初計画
　から参画した関係者の一人として幸甚である。
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部　　局（水質管理員）
（1）利用者の指導監督
（2）合併処理槽維持管理（専門業者に
　よる維持管理）
　　専門業者の提出する管理データの
　写しをセンターへ提出
｛3）配管ルート（各建物より周辺桝
　まで）
　①有害物質の規制の充実・
　②建物内排水器具点検
　③管路，桝等の点検，清掃及び
　　汚泥の処分
｛4）有機，無機技術指導員並びにセ
　ンターとの連絡調整
（5）pH値異常時（センターより連絡）
　①学部内発生原因究明及び対処
　②センターへの報告
（6）他部局水質管理員との連絡調整・
　情報交換など
｛7）水質分析
　18）中和設備
共　同　業　務
（1）配管ルート（建物周辺桝以
　降より水質測定室までの管路及
　び桝）
　①センターの設定する日時に管
　　路，桝等の点検，清掃を行う。
　②清掃に伴い発生する汚泥処分
（2）排水ポンプ槽及びポンプ類，但
　し水質測定室を除く。
　①ポンプ制御盤ランプ等の作
　　動状況確認
　②　腸内点検
　③異常時（ポンプ作動不良時等）
　　の応急処置
（3）pH計，　pH槽
　①　槽内点検
　②　pH計電極清掃及び交換
（4｝水質分析
（5）中和設備
①　維持管理
②　薬液補充
環境管理センター
（1）水質測定室内機器及び検水槽
　①汚濁負荷量計測
　②機器の維持管理
　③COD計廃液運搬
　④　薬液の補充
　⑤　検水槽点検，清掃
　⑥記録紙取替整理
（2）制御管理室
　①中央監視盤の監視
　②機器の維持管理
　③水質管理員と連絡調整
　④異常時の連絡調整
　⑤記録紙の取替整理
（3）水質分析
（4）中和設備
①指導助言
②異常排水の分析
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2　中和・処理作業
図3　水質管理に係る部局と環境管理センターの業務分担
